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斑鳩町子育て応援ブック

斑鳩町子育て応援ブックで、子育て支援＆定住促進

　これから子育てする方や、現在子
育て中の方の情報誌として、斑鳩町
の子育てに関する様々なサービス
を紹介しています。

　この冊子は、官民協働事業とし
て、広告協賛していただいた事業
者のご協力により作成され、毎年、
内容を更新し、最新版の情報をお
届けしています。

　町内の幼稚園や保育園、役場、生き生きプラザ斑鳩はもちろん、不動産業者の
窓口でも配布し、新たに斑鳩町を住まいとして選んでいただくためのガイドブック
としても活用しています。
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定例会の案件 結　果

斑鳩町議会の個人情報の保護に関する条例について 

斑鳩町政治倫理条例の一部を改正する条例について 

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１～その３） 

斑鳩町農業委員会の委員の任命について同意を求めることについて（その１～その１４）

斑鳩町政治倫理審査会委員の選任について同意を求めることについて（その１～その７）

満場一致で可決

満場一致で同意

満場一致で
適任と答申

賛成多数で可決

15ページに
賛否の討論

斑鳩町農業委員会委員に
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氏、澤田昌巳氏、 　昭清氏、塚𠩤康裕氏、仲
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子氏、𠮷田尚子氏、谷口政已氏、山本泰三氏

を選任することに同意
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審査会

人権擁護委員に

北山裕見子氏、中井充啓氏、

森田敬子氏を推薦すること

に適任と答申

人事

発議

令和５年第１回定例会では、それぞれの議案を委員会に付託し、
詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　予算：予算審査特別委員会　　　　　４ページ
　　建水：建設水道常任委員会　　　　１１ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　　　　１２ページ
　　総務：総務常任委員会　　　　　　１３ページ
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斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

斑鳩町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第１４号）について
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町長専決処分について承認を求めることについて（令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第１３号）について） 

町道認定について
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議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第１１号）について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和４年度斑鳩町一般会計補正予算（第１２号）について） 

令和５年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告について 
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斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援
施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
斑鳩町ホームページで閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（ https://www.town.ikaruga.nara.jp/ ) で、斑鳩町
議会をクリックしてください。No.52（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと平成13年以降の会議録が閲覧できます。
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のりよし　　　 にしたに　　きよじ　　　　　 のぐち えいじ　　　 みふね かず

ひろ　　 みやざきあきら　　　やすい よしかず　　　 やすむら ひろかず

（P3へつづく）
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令和５年度予算審査 令和５年度予算審査

農
業
振
興
で

税
収
確
保
の
観
点
を

梨
や
イ
チ
ゴ
な
ど
、
地
域

農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
す
す
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
な
げ
た
り
、

事
業
継
承
に
つ
な
げ
た
り
す
る

方
針
は
。

農
業
者
や
農
家
組
合
の
意

向
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
町
と

し
て
農
業
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
す
る
学
校
施
設
の

整
備
調
査
に
着
手

小
・
中
学
校
の
老
朽
化
対

応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
町
立
学
校

の
適
正
配
置
や
長
寿
命
化
の
検

討
の
た
め
の
学
校
施
設
整
備
調

査
に
着
手
さ
れ
る
が
、ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
る

の
か
。令

和
５
年
度
に
調
査
と
結

果
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、令
和

６
年
度
以
降
に
基
本
方
針
の
策

定
や
基
本
計
画
、
基
本
設
計
な

ど
を
順
次
す
す
め
て
い
く
予
定

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
他
市
町
村
の
事

例
で
は
、
早
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ

場
合
、調
査
か
ら
５
〜
６
年
で
事

業
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
30
周
年

法
隆
寺
で
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
の
会

場
は
。世

界
遺
産
の
あ
る
都
市
が

一
堂
に
会
す
る
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。会
場
は
、法
隆
寺
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
法
隆
寺

境
内
の
聖
徳
会
館
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
観
覧
で

き
る
よ
う
に
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
を
活
用
し
て
広
く
発
信
さ

れ
た
い
。

関
係
機
関
と
も
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

令
和
６
年
度
に
県
統
一
に

令
和
５
年
度
に
は
、
国
民

健
康
保
険
税
が
値
上
げ
に
な
る

が
、そ
の
要
因
は
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
保

険
税
が
県
統
一
と
な
る
た
め
、

段
階
的
に
保
険
税
を
あ
わ
せ
て

い
く
こ
と
、
現
在
の
税
率
の
ま

ま
で
は
国
保
会
計
が
不
足
す
る

と
試
算
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
５
年
度
の
保
険
税
を
改
正

し
ま
す
。

介
護
予
防
の
と
り
く
み
で

施
設
入
所
者
・
希
望
者
が
減
少

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
予
算
が
減
少
し
て
い
る

そ
の
要
因
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
り
く
み

で
介
護
予
防
や
重
度
化
予
防
を

す
す
め
た
こ
と
に
よ
り
、
重
度

の
要
介
護
認
定
者
が
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
。施
設
入
所
は
基

本
的
に
要
介
護
３
以
上
が
対
象

で
あ
る
た
め
、
施
設
入
所
者
と

入
所
待
機
者
が
減
少
し
て
い
る

状
況
で
す
の
で
、
そ
の
実
績
に

応
じ
て
予
算
を
減
額
し
て
い
ま

す
。

上
水
道
の
県
域
一
体
化
に
伴
い

水
道
庁
舎
を
改
修

上
水
道
の
県
域
一
体
化
に

伴
い
、
水
道
庁
舎
を
ど
の
よ
う

に
改
修
す
る
予
定
か
。

県
域
一
体
化
に
参
加
す
る

こ
と
と
な
っ
て
も
、
水
道
庁
舎

は
町
が
管
理
し
て
い
く
予
定
で

す
。今
後
の
活
用
の
た
め
に
必

要
な
老
朽
化
対
応
の
改
修
を
お

こ
な
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
の

健
全
財
政
を

下
水
道
会
計
の
企
業
債
が

減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
の
方

針
は
。下

水
道
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
整
備
区
域
等
を
精
査
し

て
事
業
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、
企
業
債
が
減
少
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
質
疑

回
答
が
あ
り
、審
議
を
深
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、賛
否

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

（
本
会
議
で
の
討
論
は
P
14
）

（
坂
口
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

坂
口　

徹

副
委
員
長　

横
田
敏
文

委　
　

員　

溝
部
真
紀
子

  

〃　

齋
藤
文
夫

  

〃　

井
上
卓
也

  

〃　

木
澤
正
男

  

〃　

奥
村
容
子

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

▲令和５年は、法隆寺地域の仏教建造物
　が世界遺産登録 30周年

▲貸与予定の戸別受信機
  寸法　幅２２０㎜×高さ
  １３０㎜×奥行５５㎜

子
ど
も
や
妊
婦
へ
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
助
成

　

新
規
事
業
と
し
て
、
子
ど

も
や
妊
婦
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成

を
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
よ
い
こ

と
だ
と
思
う
が
、
近
隣
市
町
村

の
状
況
や
、
町
が
実
施
す
る
助

成
内
容
は
。

　

県
内
で
は
３
町
が
同
様
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
、斑
鳩
町
で
は
、令
和
５

年
度
か
ら
町
独
自
で
開
始
し
ま

す
。

　

助
成
内
容
は
、
小
学
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
や
受
験
生
、
妊

婦
を
対
象
に
、
接
種
１
回
に
つ

き
２
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

そ
の
効
果
は

　

新
年
度
か
ら
３
年
間
で
公

共
施
設
の
照
明
に
つ
い
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
す
す
め
ら
れ
る
が
、
そ

の
費
用
対
効
果
は
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
町
施
設
の
既
存
照
明
設
備

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
と
り
く
み
ま

す
。全
体
で
、１
年
間
で
お
お
よ

そ
１
千
万
円
の
電
気
料
金
の
縮

減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

電
気
料
金
が
安
く
な
る
一

方
で
、工
事
費
も
か
か
る
が
、ど

の
く
ら
い
の
期
間
で
償
却
で
き

る
の
か
。

　

役
場
庁
舎
で
試
算
し
ま
す

と
、
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
も

含
め
て
約
６
年
か
ら
７
年
程
度

で
回
収
で
き
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
で

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

町
管
理
の
防
犯
カ
メ
ラ
を

増
設
さ
れ
る
が
、予
定
台
数
は
。

こ
れ
ま
で
20
台
の
町
管
理

防
犯
カ
メ
ラ
を
通
学
路
の
主
要

道
路
に
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
自
治
会

で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
さ
れ
る

費
用
も
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
・
６
年
度

で
、
町
管
理
の
防
犯
カ
メ
ラ
を

17
台
増
設
し
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の

戸
別
受
信
機
を
各
家
庭
に
貸
与

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
の
貸
与
を
開
始

さ
れ
る
が
、
そ
の
単
価
や
貸
与

予
定
数
は
。

防
災
無
線
の
放
送
内
容
を

屋
内
で
確
認
で
き
る
戸
別
受
信

機
を
希
望
さ
れ
る
住
民
等
に
対

し
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

  

令
和
５
年
度
は
浸
水
想
定
区

域
等
に
お
住
い
の
住
民
等
に
設

置
を
す
す
め
、
１
台
あ
た
り
３

万
円
程
度
の
機
種
を
７
１
０
０

台
貸
与
す
る
見
込
み
で
す
。

歴
史
と
自
然
が
お
り
な
す

拠
点
整
備
を

新
年
度
に
策
定
す
る
歴

史
・
自
然
環
境
活
用
拠
点
整
備

計
画
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
視
点
で
新
し
い
計
画
を
立
て

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

斑
鳩
三
塔
の
風
景
を
見
渡

せ
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備

を
検
討
し
ま
す
。候
補
地
と
し

て
法
輪
寺
の
南
東
に
位
置
す
る

岡
の
原
の
周
囲
を
散
策
で
き
る

ル
ー
ト
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　令和５年度斑鳩町一般会計と各特別会計等の予算を審査するため、３月８日と９日に予算審査特別委員会を
開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されました。今回は、その主なものをご報告します。
　なお、一般会計、各特別会計等の予算は、すべて可決すべきものと決しました。

令和 5年度予算を可決令和 5年度予算を可決

一
般
会
計

問答問答問答

問答

問答

問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答

◀
山
背
大
兄
王
が
葬
ら
れ
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
る
岡
の
原
（
富
郷
陵
墓
参

考
地
）

問答

❹❺
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梨
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イ
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域

農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
す
す
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
な
げ
た
り
、

事
業
継
承
に
つ
な
げ
た
り
す
る

方
針
は
。

農
業
者
や
農
家
組
合
の
意

向
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
町
と

し
て
農
業
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
す
る
学
校
施
設
の

整
備
調
査
に
着
手

小
・
中
学
校
の
老
朽
化
対

応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
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和
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ら
町
立
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の
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や
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の
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調
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に
着
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が
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よ
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な
ス
ケ
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で
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の
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に
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と
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行
い
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に
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本
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の
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定
や
基
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計
画
、
基
本
設
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な

ど
を
順
次
す
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め
て
い
く
予
定

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
他
市
町
村
の
事

例
で
は
、
早
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ

場
合
、調
査
か
ら
５
〜
６
年
で
事

業
着
手
さ
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て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
30
周
年

法
隆
寺
で
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
の
会

場
は
。世

界
遺
産
の
あ
る
都
市
が

一
堂
に
会
す
る
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を
開
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し
ま
す
。会
場
は
、法
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寺
の

ご
協
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を
い
た
だ
き
、
法
隆
寺

境
内
の
聖
徳
会
館
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
観
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で

き
る
よ
う
に
、
ユ
ー
チ
ュ
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ブ

な
ど
を
活
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発
信
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た
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し
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険
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令
和
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令
和
５
年
度
に
は
、
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６
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的
に
保
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は
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と
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算
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５
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の
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予
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・
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が
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入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
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算
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減
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い
る

そ
の
要
因
は
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地
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包
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さ
ま
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ま
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と
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く
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で
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と
に
よ
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、
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の
要
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き
て
い
ま
す
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設
入
所
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に
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対
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で
あ
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、
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と
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で
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も
、
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予
定
で

す
。今
後
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の
た
め
に
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要
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化
対
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の
改
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を
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こ
な
い
ま
す
。
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業
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健
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会
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の
企
業
債
が

減
少
し
て
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る
が
、
今
後
の
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整
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に
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て
は
、
整
備
区
域
等
を
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し

て
事
業
の
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し
を
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な
が

ら
、
企
業
債
が
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少
す
る
よ
う

に
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が
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い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
質
疑

回
答
が
あ
り
、審
議
を
深
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、賛
否

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

（
本
会
議
で
の
討
論
は
P
14
）

（
坂
口
委
員
長
記
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

坂
口　

徹

副
委
員
長　

横
田
敏
文

委　
　

員　

溝
部
真
紀
子

  

〃　

齋
藤
文
夫

  

〃　

井
上
卓
也

  

〃　

木
澤
正
男

  

〃　

奥
村
容
子

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

▲令和５年は、法隆寺地域の仏教建造物
　が世界遺産登録 30周年

▲貸与予定の戸別受信機
  寸法　幅２２０㎜×高さ
  １３０㎜×奥行５５㎜

子
ど
も
や
妊
婦
へ
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
助
成

　

新
規
事
業
と
し
て
、
子
ど

も
や
妊
婦
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成

を
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
よ
い
こ

と
だ
と
思
う
が
、
近
隣
市
町
村

の
状
況
や
、
町
が
実
施
す
る
助

成
内
容
は
。

　

県
内
で
は
３
町
が
同
様
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
、斑
鳩
町
で
は
、令
和
５

年
度
か
ら
町
独
自
で
開
始
し
ま

す
。

　

助
成
内
容
は
、
小
学
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
や
受
験
生
、
妊

婦
を
対
象
に
、
接
種
１
回
に
つ

き
２
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

そ
の
効
果
は

　

新
年
度
か
ら
３
年
間
で
公

共
施
設
の
照
明
に
つ
い
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
す
す
め
ら
れ
る
が
、
そ

の
費
用
対
効
果
は
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
町
施
設
の
既
存
照
明
設
備

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
と
り
く
み
ま

す
。全
体
で
、１
年
間
で
お
お
よ

そ
１
千
万
円
の
電
気
料
金
の
縮

減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

電
気
料
金
が
安
く
な
る
一

方
で
、工
事
費
も
か
か
る
が
、ど

の
く
ら
い
の
期
間
で
償
却
で
き

る
の
か
。

　

役
場
庁
舎
で
試
算
し
ま
す

と
、
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
も

含
め
て
約
６
年
か
ら
７
年
程
度

で
回
収
で
き
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
で

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

町
管
理
の
防
犯
カ
メ
ラ
を

増
設
さ
れ
る
が
、予
定
台
数
は
。

こ
れ
ま
で
20
台
の
町
管
理

防
犯
カ
メ
ラ
を
通
学
路
の
主
要

道
路
に
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
自
治
会

で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
さ
れ
る

費
用
も
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
・
６
年
度

で
、
町
管
理
の
防
犯
カ
メ
ラ
を

17
台
増
設
し
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の

戸
別
受
信
機
を
各
家
庭
に
貸
与

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
の
貸
与
を
開
始

さ
れ
る
が
、
そ
の
単
価
や
貸
与

予
定
数
は
。

防
災
無
線
の
放
送
内
容
を

屋
内
で
確
認
で
き
る
戸
別
受
信

機
を
希
望
さ
れ
る
住
民
等
に
対

し
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

  

令
和
５
年
度
は
浸
水
想
定
区

域
等
に
お
住
い
の
住
民
等
に
設

置
を
す
す
め
、
１
台
あ
た
り
３

万
円
程
度
の
機
種
を
７
１
０
０

台
貸
与
す
る
見
込
み
で
す
。

歴
史
と
自
然
が
お
り
な
す

拠
点
整
備
を

新
年
度
に
策
定
す
る
歴

史
・
自
然
環
境
活
用
拠
点
整
備

計
画
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
視
点
で
新
し
い
計
画
を
立
て

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

斑
鳩
三
塔
の
風
景
を
見
渡

せ
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備

を
検
討
し
ま
す
。候
補
地
と
し

て
法
輪
寺
の
南
東
に
位
置
す
る

岡
の
原
の
周
囲
を
散
策
で
き
る

ル
ー
ト
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　令和５年度斑鳩町一般会計と各特別会計等の予算を審査するため、３月８日と９日に予算審査特別委員会を
開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されました。今回は、その主なものをご報告します。
　なお、一般会計、各特別会計等の予算は、すべて可決すべきものと決しました。

令和 5年度予算を可決令和 5年度予算を可決

一
般
会
計

問答問答問答

問答

問答

問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答

◀
山
背
大
兄
王
が
葬
ら
れ
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
る
岡
の
原
（
富
郷
陵
墓
参

考
地
）

問答

❹❺



一 般 質 問町政ここが聞きたい

一般質問の要旨をホームページに掲載しています

議
員　

高
齢
化
の
進
行
や
運
転

免
許
証
の
返
納
に
よ
り
、
外
出

が
困
難
な
高
齢
者
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
計
画
性
を
持
っ

て
施
策
の
充
実
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
見
解
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

こ
の
間
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
も
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
分
析
等
を

行
い
、
高
齢
者
の
運
賃
無
償
化

や
令
和
２
年
４
月
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
王
寺
駅
へ
の
乗

り
入
れ
を
行
い
、
充
実
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
令
和
６

年
度
に
予
定
し
て
い
る
高
齢
者

実
態
把
握
調
査
等
に
お
い
て
、

外
出
支
援
に
関
し
て
の
調
査
も

加
え
、
先
進
地
の
事
例
も
踏
ま

え
な
が
ら
高
齢
者
の
外
出
支
援

策
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

斑
鳩
小
学
校
の
給
食
用

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を

議
員　

斑
鳩
小
学
校
に
は
給
食

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
給

食
や
食
器
を
運
ぶ
の
に
子
ど
も

た
ち
が
非
常
に
苦
労
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
の
対
策
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
が
、
町
の
見
解
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
。

教
育
次
長　

児
童
の
給
食
の
実

施
に
当
た
り
、
そ
の
負
担
を
軽

木
澤
正
男
議
員
・
6
ペ
ー
ジ

◎
高
齢
者
外
出
支
援
策
の
充
実

に
つ
い
て

◎
斑
鳩
小
学
校
の
給
食
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

〇
２
０
２
３
年
度
の
保
育
所
入

所
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

〇
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て

〇
公
園
遊
具
の
充
実
に
つ
い
て

大
森
恒
太
朗
議
員
・
７
ペ
ー
ジ

◎
斑
鳩
町
独
自
の
子
育
て
事
業

に
つ
い
て

坂
口
徹
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

◎
大
和
川
遊
水
地
の
活
用
に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

〇
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

　

維
持
管
理
に
つ
い
て

◎
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

〇
資
源
化
率
の
向
上
に
つ
い
て

〇
住
民
活
動
表
彰
に
つ
い
て

高
齢
者
外
出
支
援
策
の
充
実
を

木澤　正男  議員

溝
部
真
紀
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
い
じ
め
問
題
の
的
確
な
対
応

に
つ
い
て

濱
眞
理
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
子
ど
も
が
尊
重
さ
れ
る
町
づ

く
り
に
つ
い
て

〇
資
源
物
回
収
共
通
ご
み
袋
に

つ
い
て

〇
非
核
平
和
宣
言
に
つ
い
て

奥
村
容
子
議
員
・
10
ペ
ー
ジ

〇
視
聴
覚
障
が
い
者
の
情
報
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
に

つ
い
て

◎
子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
へ

の
支
援
（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に

つ
い
て
）

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

本定例会での一般質問は、３月３日・６日の両日、７人の議員が行いま

した。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

大森　恒太朗  議員

議
員

大
阪
で
は
子
育
て
家
庭

に
お
米
を
配
っ
た
り
、
全
国
で

も
子
育
て
家
庭
に
ク
ー
ポ
ン
や

現
金
を
配
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

斑
鳩
町
は
検
討
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

住
民
生
活
部
次
長　

物
価
高
騰

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
大

阪
府
で
は
高
校
生
以
下
の
子
ど

も
を
対
象
に
５
千
円
相
当
分
の

ク
ー
ポ
ン
が
給
付
さ
れ
る
支
援

事
業
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
他

の
自
治
体
で
も
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と

り
く
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、今
年
度
、物
価
高

騰
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
と

り
く
み
を
実
施
し
て
お
り
、
中

で
も
町
内
取
扱
い
店
舗
で
使
用

で
き
る
生
活
応
援
券
を
町
民
一

人
に
つ
き
５
千
円
分
配
布
し
た

際
に
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
一
人
当
た
り
２
，
５
０
０
円

を
上
乗
せ
し
ま
し
た
。ま
た
、町

立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
や
町
立
小
・
中
学
校
給
食
費

補
助
金
額
の
増
額
、
保
育
園
の

給
食
賄
い
材
料
費
の
増
額
な
ど
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
は
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
を
高
校
卒
業
ま
で
の
対

象
年
齢
の
拡
充
を
予
定
し
て
い

ま
す
。本
制
度
は
以
前
か
ら
所

得
制
限
や
一
部
負
担
金
を
設
け

て
お
ら
ず
子
育
て
応
援
宣
言
の

ま
ち
と
し
て
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
、
子
ど
も
を
応
援
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
を
重
点
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
、
少
子
化
対

策
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
や

財
源
な
ど
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
国
の
方
針
等
、
参
考
に
し

な
が
ら
必
要
な
所
に
支
援
が
届

く
よ
う
に
総
合
的
な
観
点
か
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

国
の
動
き
が
非
常
に
遅

く
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限
廃

止
論
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

全
国
的
に
も
子
育
て
世
代
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
る

ま
ち
は
住
む
人
が
増
え
て
い
ま

す
。斑
鳩
町
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
を
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
達
が
斑
鳩
町
で

生
き
生
き
と
育
ち
、
大
人
に

な
っ
て
斑
鳩
町
に
住
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、も
っ
と
町
が
活
性
化

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。子
育
て
世

代
へ
の
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
町
独
自
の
施
策
の
際
は

制
限
無
し
で
、
す
べ
て
の
子
育

て
世
代
が
対
象
と
な
る
よ
う
重

ね
て
要
望
し
ま
す
。

斑
鳩
町
独
自
の

　
　
　

子
育
て
事
業
に
つ
い
て

減
す
る
対
策
と
し
て
、
各
小
学

校
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
に

現
在
、
導
入
し
て
い
る
磁
器
食

器
に
代
え
、
軽
く
て
丈
夫
な
樹

脂
製
の
食
器
の
導
入
、
ま
た
低

学
年
に
つ
い
て
は
教
室
の
配
置

を
階
段
の
上
り
下
り
が
少
な
い

低
層
階
と
す
る
な
ど
、
児
童
の

食
器
の
運
搬
で
の
負
担
を
軽
減

す
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

樹
脂
食
器
に
つ
い
て
は
令
和
４

年
度
に
購
入
し
、
令
和
５
年
度

以
降
で
導
入
し
て
い
く
形
で
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
学
校
施
設

整
備
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い

く
な
か
で
、
必
要
性
の
有
無
を

含
め
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

議
員　

１
、
２
年
生
へ
の
樹
脂

製
食
器
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
そ
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
の
で
理
解
し
ま
す

が
、
保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
求
め
ま
す
。

定例会での一般質問の要旨は、本会議初日の夕方５時ごろに町のホームページに

掲載されます。新着情報または斑鳩町議会から検索してください。詳しくは議会

事務局にお問い合わせください。

　　　議会事務局（☎７４－１００１　内線３０２）
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一 般 質 問町政ここが聞きたい

一般質問の要旨をホームページに掲載しています

議
員　

高
齢
化
の
進
行
や
運
転

免
許
証
の
返
納
に
よ
り
、
外
出

が
困
難
な
高
齢
者
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
計
画
性
を
持
っ

て
施
策
の
充
実
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
見
解
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

こ
の
間
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
も
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
分
析
等
を

行
い
、
高
齢
者
の
運
賃
無
償
化

や
令
和
２
年
４
月
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
王
寺
駅
へ
の
乗

り
入
れ
を
行
い
、
充
実
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
令
和
６

年
度
に
予
定
し
て
い
る
高
齢
者

実
態
把
握
調
査
等
に
お
い
て
、

外
出
支
援
に
関
し
て
の
調
査
も

加
え
、
先
進
地
の
事
例
も
踏
ま

え
な
が
ら
高
齢
者
の
外
出
支
援

策
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

斑
鳩
小
学
校
の
給
食
用

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を

議
員　

斑
鳩
小
学
校
に
は
給
食

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
給

食
や
食
器
を
運
ぶ
の
に
子
ど
も

た
ち
が
非
常
に
苦
労
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
の
対
策
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
が
、
町
の
見
解
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
。

教
育
次
長　

児
童
の
給
食
の
実

施
に
当
た
り
、
そ
の
負
担
を
軽

木
澤
正
男
議
員
・
6
ペ
ー
ジ

◎
高
齢
者
外
出
支
援
策
の
充
実

に
つ
い
て

◎
斑
鳩
小
学
校
の
給
食
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

〇
２
０
２
３
年
度
の
保
育
所
入

所
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

〇
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て

〇
公
園
遊
具
の
充
実
に
つ
い
て

大
森
恒
太
朗
議
員
・
７
ペ
ー
ジ

◎
斑
鳩
町
独
自
の
子
育
て
事
業

に
つ
い
て

坂
口
徹
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

◎
大
和
川
遊
水
地
の
活
用
に
つ
い
て

齋
藤
文
夫
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

〇
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

　

維
持
管
理
に
つ
い
て

◎
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

〇
資
源
化
率
の
向
上
に
つ
い
て

〇
住
民
活
動
表
彰
に
つ
い
て

高
齢
者
外
出
支
援
策
の
充
実
を

木澤　正男  議員

溝
部
真
紀
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
い
じ
め
問
題
の
的
確
な
対
応

に
つ
い
て

濱
眞
理
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
子
ど
も
が
尊
重
さ
れ
る
町
づ

く
り
に
つ
い
て

〇
資
源
物
回
収
共
通
ご
み
袋
に

つ
い
て

〇
非
核
平
和
宣
言
に
つ
い
て

奥
村
容
子
議
員
・
10
ペ
ー
ジ

〇
視
聴
覚
障
が
い
者
の
情
報
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
に

つ
い
て

◎
子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
へ

の
支
援
（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に

つ
い
て
）

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

本定例会での一般質問は、３月３日・６日の両日、７人の議員が行いま

した。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

大森　恒太朗  議員

議
員

大
阪
で
は
子
育
て
家
庭

に
お
米
を
配
っ
た
り
、
全
国
で

も
子
育
て
家
庭
に
ク
ー
ポ
ン
や

現
金
を
配
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

斑
鳩
町
は
検
討
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

住
民
生
活
部
次
長　

物
価
高
騰

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
大

阪
府
で
は
高
校
生
以
下
の
子
ど

も
を
対
象
に
５
千
円
相
当
分
の

ク
ー
ポ
ン
が
給
付
さ
れ
る
支
援

事
業
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
他

の
自
治
体
で
も
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と

り
く
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、今
年
度
、物
価
高

騰
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
と

り
く
み
を
実
施
し
て
お
り
、
中

で
も
町
内
取
扱
い
店
舗
で
使
用

で
き
る
生
活
応
援
券
を
町
民
一

人
に
つ
き
５
千
円
分
配
布
し
た

際
に
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
一
人
当
た
り
２
，
５
０
０
円

を
上
乗
せ
し
ま
し
た
。ま
た
、町

立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
や
町
立
小
・
中
学
校
給
食
費

補
助
金
額
の
増
額
、
保
育
園
の

給
食
賄
い
材
料
費
の
増
額
な
ど
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
は
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
を
高
校
卒
業
ま
で
の
対

象
年
齢
の
拡
充
を
予
定
し
て
い

ま
す
。本
制
度
は
以
前
か
ら
所

得
制
限
や
一
部
負
担
金
を
設
け

て
お
ら
ず
子
育
て
応
援
宣
言
の

ま
ち
と
し
て
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
、
子
ど
も
を
応
援
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
を
重
点
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
、
少
子
化
対

策
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
や

財
源
な
ど
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
国
の
方
針
等
、
参
考
に
し

な
が
ら
必
要
な
所
に
支
援
が
届

く
よ
う
に
総
合
的
な
観
点
か
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

国
の
動
き
が
非
常
に
遅

く
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限
廃

止
論
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

全
国
的
に
も
子
育
て
世
代
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
る

ま
ち
は
住
む
人
が
増
え
て
い
ま

す
。斑
鳩
町
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
を
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
達
が
斑
鳩
町
で

生
き
生
き
と
育
ち
、
大
人
に

な
っ
て
斑
鳩
町
に
住
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、も
っ
と
町
が
活
性
化

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。子
育
て
世

代
へ
の
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
町
独
自
の
施
策
の
際
は

制
限
無
し
で
、
す
べ
て
の
子
育

て
世
代
が
対
象
と
な
る
よ
う
重

ね
て
要
望
し
ま
す
。

斑
鳩
町
独
自
の

　
　
　

子
育
て
事
業
に
つ
い
て

減
す
る
対
策
と
し
て
、
各
小
学

校
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
に

現
在
、
導
入
し
て
い
る
磁
器
食

器
に
代
え
、
軽
く
て
丈
夫
な
樹

脂
製
の
食
器
の
導
入
、
ま
た
低

学
年
に
つ
い
て
は
教
室
の
配
置

を
階
段
の
上
り
下
り
が
少
な
い

低
層
階
と
す
る
な
ど
、
児
童
の

食
器
の
運
搬
で
の
負
担
を
軽
減

す
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

樹
脂
食
器
に
つ
い
て
は
令
和
４

年
度
に
購
入
し
、
令
和
５
年
度

以
降
で
導
入
し
て
い
く
形
で
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
学
校
施
設

整
備
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い

く
な
か
で
、
必
要
性
の
有
無
を

含
め
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

議
員　

１
、
２
年
生
へ
の
樹
脂

製
食
器
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
そ
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
の
で
理
解
し
ま
す

が
、
保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
求
め
ま
す
。

定例会での一般質問の要旨は、本会議初日の夕方５時ごろに町のホームページに

掲載されます。新着情報または斑鳩町議会から検索してください。詳しくは議会

事務局にお問い合わせください。

　　　議会事務局（☎７４－１００１　内線３０２）
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一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

文
部
科
学
省
が
２
０
２

０
年
10
月
に
公
表
し
た
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
小
・
中
・
高
校
等

の
２
０
２
１
年
度
の
い
じ
め
認

知
件
数
は
過
去
最
多
と
な
る
61

万
５
，
３
５
１
件
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
の
件
数
は
２
万
件
を
超
え

た
と
あ
り
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
い
じ
め
事
案
が

あ
っ
た
場
合
、
法
律
に
基
づ
い

た
対
応
を
と
る
体
制
づ
く
り
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
次
長　

本
町
で
は
、
全
て

の
児
童
生
徒
の
尊
厳
を
守
る
た

め
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

や
奈
良
県
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
を
も
と
に
、
令
和
４
年
４
月

に
「
斑
鳩
町
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
立
の
各
小
・
中
学
校
ご

と
に
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
が
連
携

協
力
を
し
な
が
ら
、
い
じ
め
を

生
ま
な
い
、
い
じ
め
を
許
さ
な

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
と
り

く
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

２
０
２
３
年
２
月
、
文

部
科
学
省
は
各
都
道
府
県
の
教

育
委
員
会
等
へ
「
い
じ
め
問
題

へ
の
的
確
な
対
応
に
向
け
た
警

察
と
の
連
携
等
の
徹
底
に
つ
い

て
」
と
い
う
通
知
を
出
し
ま
し

た
。
こ
の
内
容
は
、
「
犯
罪
行

為
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
い
じ

め
な
ど
は
直
ち
に
警
察
に
相
談
、

通
報
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
通
知
が
出

さ
れ
た
経
緯
は
、
一
部
の
ケ
ー

ス
で
、
学
校
や
学
校
の
設
置
者

が
法
律
に
基
づ
い
た
対
応
を
し

て
お
ら
ず
、
犯
罪
行
為
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
い
じ
め
を

学
校
内
で
対
応
し
、
警
察
に
相

談
・
通
報
を
す
る
こ
と
を
た
め

ら
い
、
被
害
を
受
け
た
生
徒
が

い
じ
め
を
苦
に
自
殺
を
す
る
な

ど
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
い

て
い
る
事
案
が
発
生
し
て
い
る

か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
そ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
、
警
察
に
た
め
ら

わ
ず
に
相
談
、
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
い

じ
め
問
題
へ
の
対
応
を
保
護
者

な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
周
知
す
る

こ
と
で
、
悲
し
い
事
案
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
じ
め
問
題
の

　
　
　

的
確
な
対
応
に
つ
い
て

溝部　真紀子  議員

議
員

令
和
３
年
度
の
国
の
調

査
に
よ
る
と
、
い
じ
め
の
認
知

件
数
は
、
児
童
生
徒
千
人
あ
た

り
、
小
学
校
で
、
79
．
９
人
、

中
学
校
で
、
30
人
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
年
度
末
時
点
で
の
解

消
率
は
、
小
学
校
で
80
．
４
％
、

中
学
校
で
79
．
１
％
と
あ
る
。

斑
鳩
町
の
状
況
は
、
い
か
が
か
。

教
育
次
長　

町
立
小
学
校
の
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
、
３
６
０

件
で
、
千
人
あ
た
り
、
２
２
２
．

８
件
、
中
学
校
は
22
件
で
、
千

人
あ
た
り
、
29
．
１
件
。
当
町

で
は
、
小
さ
な
い
じ
め
兆
候
も

見
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
自

分
が
少
し
で
も
嫌
だ
と
感
じ
た

こ
と
も
い
じ
め
と
し
て
回
答
す

る
指
導
を
し
た
た
め
、
認
知
件

数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
年
度

末
時
点
で
の
解
消
率
は
、
小
学

校
で
97
．
２
％
、
中
学
校
で

86
．
４
％
。

議
員　

い
じ
め
防
止
教
育
は
、

い
か
が
か
。

教
育
次
長　

当
町
で
は
、
い
じ

め
防
止
等
に
係
る
年
間
指
導
計

画
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

道
徳
教
育
の
充
実
、
挨
拶
運
動
、

い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
個
人
面
談
、
家
庭
訪
問

等
で
行
っ
て
い
る
。

議
員　

い
じ
め
の
早
期
発
見
対

策
は
、
い
か
が
か
。

教
育
次
長　

挨
拶
運
動
、
校
内

巡
回
等
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

行
動
の
観
察
や
、
教
員
が
日
頃

か
ら
児
童
生
徒
と
接
す
る
中
で

の
声
か
け
を
心
が
け
、
保
護
者

面
談
や
家
庭
訪
問
等
を
通
じ
て

家
庭
に
お
け
る
協
力
を
求
め
な

が
ら
、
い
つ
で
も
大
人
に
相
談

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
日
常

の
学
校
生
活
の
中
で
い
じ
め
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

い
じ
め
が
発
生
し
た
時

の
対
応
は
、
い
か
が
か
。

教
育
次
長　

い
じ
め
を
受
け
た

児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
支
援

体
制
は
、
当
事
者
の
心
情
に
寄

り
添
い
、
不
安
や
心
配
を
取
り

除
く
こ
と
を
最
優
先
に
対
応
し

て
い
る
。
い
じ
め
を
行
っ
た
児

童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
指
導
・

助
言
は
、
加
害
の
原
因
と
な
っ

た
課
題
に
本
人
が
気
づ
き
、
相

手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
に
気
づ
け
る
よ
う
、
そ
の

児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
指
導

を
し
て
い
る
。
い
じ
め
が
起
き

た
後
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、

警
察
や
福
祉
機
関
、
医
療
機
関

と
も
連
携
を
行
い
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
・
健
全
育
成
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

大和川遊水地の底面利用に
　　　　　　 サッカー場を

坂口　徹  議員

議
員　

大
和
川
流
域
に
お
い

て
、
昭
和
57
年
や
平
成
29
年
に

大
き
な
浸
水
被
害
が
出
ま
し

た
。

　

国
で
は
、
大
雨
の
際
、
下
流

域
に
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
、

「
貯
め
る
」
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
大
和
川
遊
水
地
の
整

備
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

大
和
川
に
お

い
て
は
、
昭
和
57
年
８
月
に
支

川
の
葛
下
川
の
氾
濫
に
よ
り
王

寺
町
で
大
規
模
な
浸
水
被
害
が

出
て
お
り
、
ま
た
平
成
29
年
に

も
王
寺
町
や
三
郷
町
で
浸
水
被

害
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
大
和

川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
「
流
す
」
対
策
と
と
も
に

「
貯
め
る
」
対
策
が
す
す
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
手
法
と
し
て

「
遊
水
地
」
が
あ
り
ま
す
。
大

和
川
の
奈
良
県
域
で
は
、
斑
鳩

町
、
安
堵
町
、
川
西
町
な
ど
５

か
所
で
１
０
０
万
立
方
メ
ー
ト

ル
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
町
で
は
建
設
工
事
が
始

ま
っ
て
お
り
、斑
鳩
町
で
は
、目

安
地
区
と
三
代
川
地
区
で
事
業

用
地
取
得
に
向
け
た
交
渉
や
地

元
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
員　

遊
水
地
が
完
成
す
る

と
底
面
に
は
相
当
の
広
さ
の
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
な
い
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
に
も
、
こ
の
遊
水

地
の
底
面
に
サ
ッ
カ
ー
場
等
、

人
工
芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
整
備
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長　

遊
水
地
は
平

常
時
に
水
が
た
ま
ら
な
い
の

で
、
底
面
を
公
園
や
運
動
競
技

場
、
多
目
的
広
場
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

活
用
計
画
の
検
討
や
整
備
、

完
成
後
の
底
面
施
設
の
維
持
管

理
は
斑
鳩
町
が
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

今
後
、
先
進
事
例
や
町
民
の

ニ
ー
ズ
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

遊
水
地
の
底
面
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
、
多

世
代
の
方
々
が
喜
ん
で
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
方
策
を
検
討
し

ま
す
。

議
員　

目
安
地
区
と
三
代
川
地

区
の
遊
水
地
の
早
期
完
成
と
、

底
面
を
サ
ッ
カ
ー
場
等
、
人
工

芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整

備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

齋藤　文夫  議員

子どもが尊重される
　　　　　　町づくりについて

濱　眞理子  議員

議
員　

令
和
５
年
度
に
こ
ど
も

基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
で

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
等
の
具
体
的
な
と
り
く
み

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長

こ
ど
も
基

本
法
に
は
「
生
涯
に
わ
た
る
人
格

形
成
」
「
自
立
し
た
個
人
と
し
て

ひ
と
し
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
」
「
こ
ど
も
の
権
利
の
擁

護
」
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

❽❾



一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

文
部
科
学
省
が
２
０
２

０
年
10
月
に
公
表
し
た
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
小
・
中
・
高
校
等

の
２
０
２
１
年
度
の
い
じ
め
認

知
件
数
は
過
去
最
多
と
な
る
61

万
５
，
３
５
１
件
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
の
件
数
は
２
万
件
を
超
え

た
と
あ
り
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
い
じ
め
事
案
が

あ
っ
た
場
合
、
法
律
に
基
づ
い

た
対
応
を
と
る
体
制
づ
く
り
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
次
長　

本
町
で
は
、
全
て

の
児
童
生
徒
の
尊
厳
を
守
る
た

め
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

や
奈
良
県
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
を
も
と
に
、
令
和
４
年
４
月

に
「
斑
鳩
町
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
立
の
各
小
・
中
学
校
ご

と
に
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
が
連
携

協
力
を
し
な
が
ら
、
い
じ
め
を

生
ま
な
い
、
い
じ
め
を
許
さ
な

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
と
り

く
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

２
０
２
３
年
２
月
、
文

部
科
学
省
は
各
都
道
府
県
の
教

育
委
員
会
等
へ
「
い
じ
め
問
題

へ
の
的
確
な
対
応
に
向
け
た
警

察
と
の
連
携
等
の
徹
底
に
つ
い

て
」
と
い
う
通
知
を
出
し
ま
し

た
。
こ
の
内
容
は
、
「
犯
罪
行

為
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
い
じ

め
な
ど
は
直
ち
に
警
察
に
相
談
、

通
報
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
通
知
が
出

さ
れ
た
経
緯
は
、
一
部
の
ケ
ー

ス
で
、
学
校
や
学
校
の
設
置
者

が
法
律
に
基
づ
い
た
対
応
を
し

て
お
ら
ず
、
犯
罪
行
為
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
い
じ
め
を

学
校
内
で
対
応
し
、
警
察
に
相

談
・
通
報
を
す
る
こ
と
を
た
め

ら
い
、
被
害
を
受
け
た
生
徒
が

い
じ
め
を
苦
に
自
殺
を
す
る
な

ど
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
い

て
い
る
事
案
が
発
生
し
て
い
る

か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
そ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
、
警
察
に
た
め
ら

わ
ず
に
相
談
、
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
い

じ
め
問
題
へ
の
対
応
を
保
護
者

な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
周
知
す
る

こ
と
で
、
悲
し
い
事
案
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
じ
め
問
題
の

　
　
　

的
確
な
対
応
に
つ
い
て

溝部　真紀子  議員

議
員

令
和
３
年
度
の
国
の
調

査
に
よ
る
と
、
い
じ
め
の
認
知

件
数
は
、
児
童
生
徒
千
人
あ
た

り
、
小
学
校
で
、
79
．
９
人
、

中
学
校
で
、
30
人
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
年
度
末
時
点
で
の
解

消
率
は
、
小
学
校
で
80
．
４
％
、

中
学
校
で
79
．
１
％
と
あ
る
。

斑
鳩
町
の
状
況
は
、
い
か
が
か
。

教
育
次
長　

町
立
小
学
校
の
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
、
３
６
０

件
で
、
千
人
あ
た
り
、
２
２
２
．

８
件
、
中
学
校
は
22
件
で
、
千

人
あ
た
り
、
29
．
１
件
。
当
町

で
は
、
小
さ
な
い
じ
め
兆
候
も

見
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
自

分
が
少
し
で
も
嫌
だ
と
感
じ
た

こ
と
も
い
じ
め
と
し
て
回
答
す

る
指
導
を
し
た
た
め
、
認
知
件

数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
年
度

末
時
点
で
の
解
消
率
は
、
小
学

校
で
97
．
２
％
、
中
学
校
で

86
．
４
％
。

議
員　

い
じ
め
防
止
教
育
は
、

い
か
が
か
。

教
育
次
長　

当
町
で
は
、
い
じ

め
防
止
等
に
係
る
年
間
指
導
計

画
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

道
徳
教
育
の
充
実
、
挨
拶
運
動
、

い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
個
人
面
談
、
家
庭
訪
問

等
で
行
っ
て
い
る
。

議
員　

い
じ
め
の
早
期
発
見
対

策
は
、
い
か
が
か
。

教
育
次
長　

挨
拶
運
動
、
校
内

巡
回
等
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

行
動
の
観
察
や
、
教
員
が
日
頃

か
ら
児
童
生
徒
と
接
す
る
中
で

の
声
か
け
を
心
が
け
、
保
護
者

面
談
や
家
庭
訪
問
等
を
通
じ
て

家
庭
に
お
け
る
協
力
を
求
め
な

が
ら
、
い
つ
で
も
大
人
に
相
談

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
日
常

の
学
校
生
活
の
中
で
い
じ
め
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

い
じ
め
が
発
生
し
た
時

の
対
応
は
、
い
か
が
か
。

教
育
次
長　

い
じ
め
を
受
け
た

児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
支
援

体
制
は
、
当
事
者
の
心
情
に
寄

り
添
い
、
不
安
や
心
配
を
取
り

除
く
こ
と
を
最
優
先
に
対
応
し

て
い
る
。
い
じ
め
を
行
っ
た
児

童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
指
導
・

助
言
は
、
加
害
の
原
因
と
な
っ

た
課
題
に
本
人
が
気
づ
き
、
相

手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
に
気
づ
け
る
よ
う
、
そ
の

児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
指
導

を
し
て
い
る
。
い
じ
め
が
起
き

た
後
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、

警
察
や
福
祉
機
関
、
医
療
機
関

と
も
連
携
を
行
い
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
・
健
全
育
成
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

大和川遊水地の底面利用に
　　　　　　 サッカー場を

坂口　徹  議員

議
員　

大
和
川
流
域
に
お
い

て
、
昭
和
57
年
や
平
成
29
年
に

大
き
な
浸
水
被
害
が
出
ま
し

た
。

　

国
で
は
、
大
雨
の
際
、
下
流

域
に
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
、

「
貯
め
る
」
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
大
和
川
遊
水
地
の
整

備
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

大
和
川
に
お

い
て
は
、
昭
和
57
年
８
月
に
支

川
の
葛
下
川
の
氾
濫
に
よ
り
王

寺
町
で
大
規
模
な
浸
水
被
害
が

出
て
お
り
、
ま
た
平
成
29
年
に

も
王
寺
町
や
三
郷
町
で
浸
水
被

害
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
大
和

川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
「
流
す
」
対
策
と
と
も
に

「
貯
め
る
」
対
策
が
す
す
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
手
法
と
し
て

「
遊
水
地
」
が
あ
り
ま
す
。
大

和
川
の
奈
良
県
域
で
は
、
斑
鳩

町
、
安
堵
町
、
川
西
町
な
ど
５

か
所
で
１
０
０
万
立
方
メ
ー
ト

ル
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
町
で
は
建
設
工
事
が
始

ま
っ
て
お
り
、斑
鳩
町
で
は
、目

安
地
区
と
三
代
川
地
区
で
事
業

用
地
取
得
に
向
け
た
交
渉
や
地

元
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
員　

遊
水
地
が
完
成
す
る

と
底
面
に
は
相
当
の
広
さ
の
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
な
い
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
に
も
、
こ
の
遊
水

地
の
底
面
に
サ
ッ
カ
ー
場
等
、

人
工
芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
整
備
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長　

遊
水
地
は
平

常
時
に
水
が
た
ま
ら
な
い
の

で
、
底
面
を
公
園
や
運
動
競
技

場
、
多
目
的
広
場
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

活
用
計
画
の
検
討
や
整
備
、

完
成
後
の
底
面
施
設
の
維
持
管

理
は
斑
鳩
町
が
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

今
後
、
先
進
事
例
や
町
民
の

ニ
ー
ズ
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

遊
水
地
の
底
面
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
、
多

世
代
の
方
々
が
喜
ん
で
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
方
策
を
検
討
し

ま
す
。

議
員　

目
安
地
区
と
三
代
川
地

区
の
遊
水
地
の
早
期
完
成
と
、

底
面
を
サ
ッ
カ
ー
場
等
、
人
工

芝
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整

備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

齋藤　文夫  議員

子どもが尊重される
　　　　　　町づくりについて

濱　眞理子  議員

議
員　

令
和
５
年
度
に
こ
ど
も

基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
で

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
等
の
具
体
的
な
と
り
く
み

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長

こ
ど
も
基

本
法
に
は
「
生
涯
に
わ
た
る
人
格

形
成
」
「
自
立
し
た
個
人
と
し
て

ひ
と
し
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
」
「
こ
ど
も
の
権
利
の
擁

護
」
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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◎
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
の
設
置
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　

奈
良
県
に
お
け
る
広
域
的
な

水
道
事
業
を
経
営
す
る
企
業
団

設
立
の
た
め
の
検
討
協
議
体
制

と
し
て
、
現
行
の
任
意
協
議
会

を
「
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団

設
立
準
備
協
議
会
規
約
」
に
基

づ
く
法
定
協
議
会
と
し
て
設
置

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
よ
り
町
の
水
道
会
計
予

算
決
算
の
今
後
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

賛
否
の
討
論
の
後
、
当
委
員

会
と
し
て
賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
Ｐ
15
に
本
会
議
で
の
討
論
）

◎
町
道
認
定
に
つ
い
て

　

龍
田
北
１
丁
目
・
法
隆
寺
２

丁
目
・
法
隆
寺
南
２
丁
目
・
阿

波
１
丁
目
・
龍
田
南
１
丁
目
・

龍
田
西
４
丁
目
・
龍
田
西
１
丁

目
の
７
路
線
を
町
道
に
認
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
資
料
に
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
と

県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
の
交
差

点
部
分
の
整
備
に
お
い
て
、
県

道
北
側
か
ら
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
へ

西
向
き
に
進
入
す
る
た
め
の
右

折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
た
め
に
、

県
道
を
東
側
へ
拡
幅
す
る
計
画

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
３
月
24
日
開
催
の

地
元
説
明
会
の
案
内
に
つ
い
て
、

今
後
の
県
道
東
側
の
対
応
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
14
号
）に
つ
い

て
　

当
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
県
が
実
施
し
て

い
る
桜
池
の
耐
震
化
工
事
に
か

か
る
町
の
負
担
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
会
付
託
議
案
等
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

〇
大
和
川
遊
水
地
整
備
事
業
に

伴
う
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
２
月
19
日
法
隆
寺

第
三
団
地
自
治
会
及
び
周
辺
住

民
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し

た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
説
明
会
で
の
要

望
や
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
、

国
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
に
は
、
繰
越
・

継
続
工
事
を
含
め
て
、
７
か
所

の
路
線
で
面
整
備
等
の
工
事
を

実
施
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

公
共
下
水
道
工
事
の
令
和
４

年
度
整
備
延
長
は
、約
３
．
６
㎞
、

整
備
面
積
は
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

接
続
申
請
件
数
は
４
，
７
９
４

件
、接
続
率
は
77
．
４
％
と
な
っ

て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
観
光
庁
所
管
の
観
光
始
動
事

業
つ
い
て

来
年
度
、
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
30
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法

隆
寺
敷
地
内
で
開
催
予
定
の

「
和
の
あ
か
り
と
未
来
へ
の
ひ

か
り
」
に
合
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ト
演
出
や
、
法
隆
寺
・
中

宮
寺
で
の
写
経
・
茶
道
体
験
、

多
言
語
案
内
環
境
整
備
な
ど
を

計
画
し
、
７
，
９
５
０
万
円
の

事
業
申
請
を
行
っ
た
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
本
事
業
が
採
択

さ
れ
な
い
場
合
の
事
業
実
施
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
高
安
睦
自
治
会
の
治
水
対
策
、

水
路
へ
の
要
望
に
つ
い
て

（
横
田
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

議
員

近
年
、
流
産
や
死
産
を

経
験
し
た
女
性
等
に
対
す
る
心

理
的
支
援
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局

か
ら
も
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
母
子
保
健

施
策
の
実
施
の
際
に
は
、
流
産

や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
を
含

め
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う

た
め
の
体
制
整
備
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
」

と
通
達
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
、
大
切

な
人
を
失
っ
て
、
深
い
悲
し
み

を
抱
え
る
人
に
寄
り
添
い
支
え

て
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に

つ
い
て
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長　

赤
ち
ゃ
ん

を
亡
く
さ
れ
た
状
況
は
、
お
一

人
お
ひ
と
り
異
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
事
者
に
寄
り
添
え

る
相
談
支
援
は
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
橋
渡
し
的
な
役
割
を
担
う
町

の
保
健
師
の
役
割
は
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
と
し
て
、
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
今
後

の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長　

子
育
て
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、

助
産
師
相
談
に
お
い
て
、
流
産

を
経
験
さ
れ
た
方
な
ど
の
相
談

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
そ
う
い
っ
た
相
談

窓
口
が
あ
る
こ
と
や
、
自
助
グ

ル
ー
プ
の
紹
介
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
へ
の

      

支
援（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
）を

　

保
育
園
で
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
で
男
女
の
ち
が
い

な
ど
を
理
解
し
、
価
値
観
の
多

様
性
や
命
の
尊
さ
を
知
り
、
自

分
の
価
値
を
認
め
、
他
者
へ
の

思
い
や
り
を
も
つ
心
の
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

教
育
次
長　

幼
稚
園
で
は
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
に
よ
り
、
命

の
大
切
さ
や
、
周
り
の
友
達
も

大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え
て
い

ま
す
。
小
学
校
で
は
養
護
教
諭

を
中
心
に
、
学
年
に
応
じ
た
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校

で
は
、
助
産
師
や
医
師
に
よ
る

「
性
教
育
講
演
会
」
等
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

議
員　

昨
年
６
月
議
会
の
一
般

質
問
で
検
討
を
始
め
て
い
る
と

回
答
さ
れ
た
制
服
の
選
択
制
に

つ
い
て
、現
況
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
次
長　

小
学
校
で
は
性
別

に
よ
る
分
け
方
は
せ
ず
、
標
準

的
服
装
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

中
学
校
で
は
男
女
の
隔
た
り
な

く
着
用
し
や
す
い
制
服
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員　

更
衣
や
ト
イ
レ
に
関
し

て
の
違
和
感
や
抵
抗
感
へ
の
対

応
は
ど
う
で
す
か
。
各
校
に
一

か
所
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
数
や

設
置
場
所
の
検
討
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
次
長　

更
衣
は
小
学
校

３
・
４
年
生
か
ら
男
女
別
で
す
。

学
年
に
関
係
な
く
、
抵
抗
が
あ

る
等
の
訴
え
が
あ
れ
ば
専
用
場

所
を
設
定
す
る
等
の
対
応
を
し

ま
す
。

　

多
目
的
ト
イ
レ
の
課
題
は
今

後
の
学
校
施
設
の
整
備
の
機
会

を
と
ら
え
て
検
討
し
ま
す
。

議
員　

保
護
者
・
教
師
・
地
域
で

の
と
り
く
み
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
次
長　

生
徒
を
対
象
と
し

た
性
教
育
講
演
会
は
教
職
員
の

研
修
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
と
の
情
報

発
信
・
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
冊
子
を
活
用
し
た
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

奥村　容子  議員

　

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
伴
走
型
相
談
支

援
と
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
の
一
体
的
な
事
業
に
と
り
く

ん
で
お
り
、
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
研
修

等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

議
員　

流
産
さ
れ
た
方
の
相
談

窓
口
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
住
民

に
広
く
情
報
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
職
員
が
研
修
に
参
加
し
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
子
ど
も

を
亡
く
し
た
家
族
の
支
え
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

▲令和4年11月に開催された「和のあかり」の
　ようす

11 10



一 般 質 問町政ここが聞きたい委員会のうごき委員会のうごき

◎
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設

立
準
備
協
議
会
の
設
置
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　

奈
良
県
に
お
け
る
広
域
的
な

水
道
事
業
を
経
営
す
る
企
業
団

設
立
の
た
め
の
検
討
協
議
体
制

と
し
て
、
現
行
の
任
意
協
議
会

を
「
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団

設
立
準
備
協
議
会
規
約
」
に
基

づ
く
法
定
協
議
会
と
し
て
設
置

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
よ
り
町
の
水
道
会
計
予

算
決
算
の
今
後
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

賛
否
の
討
論
の
後
、
当
委
員

会
と
し
て
賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
Ｐ
15
に
本
会
議
で
の
討
論
）

◎
町
道
認
定
に
つ
い
て

　

龍
田
北
１
丁
目
・
法
隆
寺
２

丁
目
・
法
隆
寺
南
２
丁
目
・
阿

波
１
丁
目
・
龍
田
南
１
丁
目
・

龍
田
西
４
丁
目
・
龍
田
西
１
丁

目
の
７
路
線
を
町
道
に
認
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
資
料
に
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
と

県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
の
交
差

点
部
分
の
整
備
に
お
い
て
、
県

道
北
側
か
ら
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
へ

西
向
き
に
進
入
す
る
た
め
の
右

折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
た
め
に
、

県
道
を
東
側
へ
拡
幅
す
る
計
画

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
３
月
24
日
開
催
の

地
元
説
明
会
の
案
内
に
つ
い
て
、

今
後
の
県
道
東
側
の
対
応
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
14
号
）に
つ
い

て
　

当
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
県
が
実
施
し
て

い
る
桜
池
の
耐
震
化
工
事
に
か

か
る
町
の
負
担
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
会
付
託
議
案
等
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

〇
大
和
川
遊
水
地
整
備
事
業
に

伴
う
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
２
月
19
日
法
隆
寺

第
三
団
地
自
治
会
及
び
周
辺
住

民
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し

た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
説
明
会
で
の
要

望
や
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
、

国
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
に
は
、
繰
越
・

継
続
工
事
を
含
め
て
、
７
か
所

の
路
線
で
面
整
備
等
の
工
事
を

実
施
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

公
共
下
水
道
工
事
の
令
和
４

年
度
整
備
延
長
は
、約
３
．
６
㎞
、

整
備
面
積
は
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

接
続
申
請
件
数
は
４
，
７
９
４

件
、接
続
率
は
77
．
４
％
と
な
っ

て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
観
光
庁
所
管
の
観
光
始
動
事

業
つ
い
て

来
年
度
、
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
30
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法

隆
寺
敷
地
内
で
開
催
予
定
の

「
和
の
あ
か
り
と
未
来
へ
の
ひ

か
り
」
に
合
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ト
演
出
や
、
法
隆
寺
・
中

宮
寺
で
の
写
経
・
茶
道
体
験
、

多
言
語
案
内
環
境
整
備
な
ど
を

計
画
し
、
７
，
９
５
０
万
円
の

事
業
申
請
を
行
っ
た
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
本
事
業
が
採
択

さ
れ
な
い
場
合
の
事
業
実
施
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
高
安
睦
自
治
会
の
治
水
対
策
、

水
路
へ
の
要
望
に
つ
い
て

（
横
田
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

議
員

近
年
、
流
産
や
死
産
を

経
験
し
た
女
性
等
に
対
す
る
心

理
的
支
援
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局

か
ら
も
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
母
子
保
健

施
策
の
実
施
の
際
に
は
、
流
産

や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
を
含

め
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う

た
め
の
体
制
整
備
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
」

と
通
達
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
、
大
切

な
人
を
失
っ
て
、
深
い
悲
し
み

を
抱
え
る
人
に
寄
り
添
い
支
え

て
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に

つ
い
て
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長　

赤
ち
ゃ
ん

を
亡
く
さ
れ
た
状
況
は
、
お
一

人
お
ひ
と
り
異
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
事
者
に
寄
り
添
え

る
相
談
支
援
は
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
橋
渡
し
的
な
役
割
を
担
う
町

の
保
健
師
の
役
割
は
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
と
し
て
、
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
今
後

の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長　

子
育
て
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、

助
産
師
相
談
に
お
い
て
、
流
産

を
経
験
さ
れ
た
方
な
ど
の
相
談

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
そ
う
い
っ
た
相
談

窓
口
が
あ
る
こ
と
や
、
自
助
グ

ル
ー
プ
の
紹
介
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
を
亡
く
し
た
家
族
へ
の

      

支
援（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
）を

　

保
育
園
で
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
で
男
女
の
ち
が
い

な
ど
を
理
解
し
、
価
値
観
の
多

様
性
や
命
の
尊
さ
を
知
り
、
自

分
の
価
値
を
認
め
、
他
者
へ
の

思
い
や
り
を
も
つ
心
の
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

教
育
次
長　

幼
稚
園
で
は
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
に
よ
り
、
命

の
大
切
さ
や
、
周
り
の
友
達
も

大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え
て
い

ま
す
。
小
学
校
で
は
養
護
教
諭

を
中
心
に
、
学
年
に
応
じ
た
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校

で
は
、
助
産
師
や
医
師
に
よ
る

「
性
教
育
講
演
会
」
等
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

議
員　

昨
年
６
月
議
会
の
一
般

質
問
で
検
討
を
始
め
て
い
る
と

回
答
さ
れ
た
制
服
の
選
択
制
に

つ
い
て
、現
況
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
次
長　

小
学
校
で
は
性
別

に
よ
る
分
け
方
は
せ
ず
、
標
準

的
服
装
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

中
学
校
で
は
男
女
の
隔
た
り
な

く
着
用
し
や
す
い
制
服
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員　

更
衣
や
ト
イ
レ
に
関
し

て
の
違
和
感
や
抵
抗
感
へ
の
対

応
は
ど
う
で
す
か
。
各
校
に
一

か
所
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
数
や

設
置
場
所
の
検
討
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
次
長　

更
衣
は
小
学
校

３
・
４
年
生
か
ら
男
女
別
で
す
。

学
年
に
関
係
な
く
、
抵
抗
が
あ

る
等
の
訴
え
が
あ
れ
ば
専
用
場

所
を
設
定
す
る
等
の
対
応
を
し

ま
す
。

　

多
目
的
ト
イ
レ
の
課
題
は
今

後
の
学
校
施
設
の
整
備
の
機
会

を
と
ら
え
て
検
討
し
ま
す
。

議
員　

保
護
者
・
教
師
・
地
域
で

の
と
り
く
み
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
次
長　

生
徒
を
対
象
と
し

た
性
教
育
講
演
会
は
教
職
員
の

研
修
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
と
の
情
報

発
信
・
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
冊
子
を
活
用
し
た
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

奥村　容子  議員

　

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
伴
走
型
相
談
支

援
と
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
の
一
体
的
な
事
業
に
と
り
く

ん
で
お
り
、
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
研
修

等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

議
員　

流
産
さ
れ
た
方
の
相
談

窓
口
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
住
民

に
広
く
情
報
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
職
員
が
研
修
に
参
加
し
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
子
ど
も

を
亡
く
し
た
家
族
の
支
え
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

▲令和4年11月に開催された「和のあかり」の
　ようす
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委員会のうごき委員会のうごき委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

保
育
園
の
送
迎
バ
ス
に
取
り

残
さ
れ
た
園
児
が
死
亡
し
た
事

例
な
ど
、
重
大
な
事
故
が
発
生

を
す
る
な
か
、
児
童
の
安
全
の

確
保
に
関
す
る
事
項
が
新
た
に

規
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
基
準
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
改
正
で
す
。

　

改
正
内
容
は
、
安
全
計
画
の

策
定
等
の
義
務
規
定
の
新
設
・

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所

在
の
確
認
の
義
務
規
定
の
新

設
・
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等

の
努
力
規
定
の
新
設
・
衛
生
管

理
等
に
関
す
る
改
正
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
14
号
）に
つ
い
て

　

職
員
退
職
手
当
負
担
金
、
国

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
石
室
特

別
公
開
の
春
季
公
開
は
、
５
月

13
日
と
14
日
に
開
催
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

〇
斑
鳩
町
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い
て

　

自
治
体
の
行
財
政
経
営
は
、

よ
り
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
持
続
可

能
な
自
治
体
と
し
て
、
引
き
続

き
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
や
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
到
来
も
見
据
え
た
行
政

◎
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化

に
伴
う
令
和
６
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
率
の
統
一
化
に
向
け

た
税
率
改
定
で
す
。

　

賛
否
の
討
論
の
後
、
当
委
員

会
と
し
て
賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
Ｐ
14
に
本
会
議
で
の
討
論
）

◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て　

　

国
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

民
法
の
改
正
に
よ
り
、
親
権

者
の
子
に
対
す
る
懲
戒
権
の
規

定
が
削
除
さ
れ
、
新
た
に
子
の

改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
業
務
改
善

や
人
材
育
成
に
よ
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
た
斑

鳩
町
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

現
時
点
の
案
を
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

業
務
全
体
の
再
設
計
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
、
組
織
力

の
向
上
の
三
つ
を
基
本
方
針
と

さ
れ
る
方
向
で
す
。

〇
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

に
係
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
」
の
一
部
返
還
に
つ

い
て

　

学
童
保
育
事
業
に
係
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
に
つ

い
て
、
過
大
に
交
付
さ
れ
た
交

付
金
を
返
還
す
る
予
定
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

〇
職
員
の
綱
紀
粛
正
の
徹
底
に

つ
い
て

（
齋
藤
委
員
長
記
）

厚 生常任委員会

　３月１５日、全委員出席のもと委員会を開催し、
委員会付託議案等の審査を行いましたので、
その主な内容と結果について報告します。

　

３
月
16
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
２
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

人
格
の
尊
重
等
に
関
す
る
規
定

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
等
に
伴
う

改
正
で
す
。

◎
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
全
国
で
一
律
に
50
万
円
に

引
き
上
げ
る
べ
き
と
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）に
つ
い
て

　

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確

定
に
伴
う
補
正
予
算
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
15
号
）に
つ
い

て
　

令
和
６
年
４
月
開
園
予
定
の

斑
鳩
町
公
私
連
携
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
の
工
事

着
工
の
遅
れ
に
伴
う
繰
越
明
許

費
の
み
の
補
正
予
算
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
以
上
５
議
案

に
つ
い
て
は
、
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
14
号
）に
つ
い

て
　

当
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
等
の
改
正（
案
）に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
地
方
税
制
改
正

に
よ
り
、
中
間
所
得
層
の
負
担

緩
和
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
限
度
額
等
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
の

法
令
が
改
正
さ
れ
次
第
、
専
決

処
分
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

す
。

〇
生
駒
郡
地
域
外
来
検
査
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

〇
生
駒
郡
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
自
宅
療
養
者
等
に
対

す
る
医
療
支
援
強
化
事
業
に
つ

い
て新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５

類
感
染
症
へ
移
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
い
ず
れ
の
事
業
も
終

了
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

国
に
よ
り
、
令
和
６
年
３
月

末
ま
で
継
続
す
る
方
針
が
示
さ

れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
の
広
報
充
実
に
つ
い
て

（
井
上
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

各
課
報
告
事
項

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
、
更
生
医
療
費
給
付

費
、
私
立
保
育
所
入
所
委
託
料
、

防
災
重
点
た
め
池
の
耐
震
性
調

査
に
要
す
る
費
用
、
桜
池
の
耐

震
化
工
事
に
要
す
る
町
負
担
分

の
費
用
、
斑
鳩
南
中
学
校
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
外
周
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
の
補
修
等
に
必
要
な

予
算
の
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
１
億
９

５
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
１

１
３
億
９
，
８
１
０
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及

び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
運
営
の
「
斑
鳩
考
古
学
講

座　

巡
っ
て
学
ぼ
う
斑
鳩
の
文

化
財
」
に
つ
い
て
、
い
か
る
が

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
建
設
に
と
も
な

う
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
戸
垣

山
古
墳
と
舟
塚
古
墳
の
範
囲
確

認
を
目
的
と
し
た
発
掘
調
査
に

つ
い
て
、
中
宮
寺
跡
周
辺
遺
跡

の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
な
ど
報

▶
令
和
６
年
４
月
に

認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
予
定

▲藤ノ木古墳
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委員会のうごき委員会のうごき委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

保
育
園
の
送
迎
バ
ス
に
取
り

残
さ
れ
た
園
児
が
死
亡
し
た
事

例
な
ど
、
重
大
な
事
故
が
発
生

を
す
る
な
か
、
児
童
の
安
全
の

確
保
に
関
す
る
事
項
が
新
た
に

規
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
基
準
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
改
正
で
す
。

　

改
正
内
容
は
、
安
全
計
画
の

策
定
等
の
義
務
規
定
の
新
設
・

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所

在
の
確
認
の
義
務
規
定
の
新

設
・
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等

の
努
力
規
定
の
新
設
・
衛
生
管

理
等
に
関
す
る
改
正
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
14
号
）に
つ
い
て

　

職
員
退
職
手
当
負
担
金
、
国

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
石
室
特

別
公
開
の
春
季
公
開
は
、
５
月

13
日
と
14
日
に
開
催
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

〇
斑
鳩
町
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い
て

　

自
治
体
の
行
財
政
経
営
は
、

よ
り
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
持
続
可

能
な
自
治
体
と
し
て
、
引
き
続

き
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
や
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
到
来
も
見
据
え
た
行
政

◎
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化

に
伴
う
令
和
６
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
率
の
統
一
化
に
向
け

た
税
率
改
定
で
す
。

　

賛
否
の
討
論
の
後
、
当
委
員

会
と
し
て
賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
Ｐ
14
に
本
会
議
で
の
討
論
）

◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て　

　

国
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

民
法
の
改
正
に
よ
り
、
親
権

者
の
子
に
対
す
る
懲
戒
権
の
規

定
が
削
除
さ
れ
、
新
た
に
子
の

改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
業
務
改
善

や
人
材
育
成
に
よ
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
た
斑

鳩
町
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

現
時
点
の
案
を
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

業
務
全
体
の
再
設
計
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
、
組
織
力

の
向
上
の
三
つ
を
基
本
方
針
と

さ
れ
る
方
向
で
す
。

〇
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

に
係
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
」
の
一
部
返
還
に
つ

い
て

　

学
童
保
育
事
業
に
係
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
に
つ

い
て
、
過
大
に
交
付
さ
れ
た
交

付
金
を
返
還
す
る
予
定
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

〇
職
員
の
綱
紀
粛
正
の
徹
底
に

つ
い
て

（
齋
藤
委
員
長
記
）

厚 生常任委員会

　３月１５日、全委員出席のもと委員会を開催し、
委員会付託議案等の審査を行いましたので、
その主な内容と結果について報告します。

　

３
月
16
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
２
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

人
格
の
尊
重
等
に
関
す
る
規
定

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
等
に
伴
う

改
正
で
す
。

◎
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
全
国
で
一
律
に
50
万
円
に

引
き
上
げ
る
べ
き
と
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）に
つ
い
て

　

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確

定
に
伴
う
補
正
予
算
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
15
号
）に
つ
い

て
　

令
和
６
年
４
月
開
園
予
定
の

斑
鳩
町
公
私
連
携
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
の
工
事

着
工
の
遅
れ
に
伴
う
繰
越
明
許

費
の
み
の
補
正
予
算
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
以
上
５
議
案

に
つ
い
て
は
、
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

〇
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
14
号
）に
つ
い

て
　

当
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
等
の
改
正（
案
）に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
地
方
税
制
改
正

に
よ
り
、
中
間
所
得
層
の
負
担

緩
和
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
限
度
額
等
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
の

法
令
が
改
正
さ
れ
次
第
、
専
決

処
分
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

す
。

〇
生
駒
郡
地
域
外
来
検
査
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

〇
生
駒
郡
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
自
宅
療
養
者
等
に
対

す
る
医
療
支
援
強
化
事
業
に
つ

い
て新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５

類
感
染
症
へ
移
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
い
ず
れ
の
事
業
も
終

了
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

国
に
よ
り
、
令
和
６
年
３
月

末
ま
で
継
続
す
る
方
針
が
示
さ

れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
の
広
報
充
実
に
つ
い
て

（
井
上
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

　

各
課
報
告
事
項

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
、
更
生
医
療
費
給
付

費
、
私
立
保
育
所
入
所
委
託
料
、

防
災
重
点
た
め
池
の
耐
震
性
調

査
に
要
す
る
費
用
、
桜
池
の
耐

震
化
工
事
に
要
す
る
町
負
担
分

の
費
用
、
斑
鳩
南
中
学
校
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
外
周
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
の
補
修
等
に
必
要
な

予
算
の
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
１
億
９

５
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
１

１
３
億
９
，
８
１
０
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及

び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
運
営
の
「
斑
鳩
考
古
学
講

座　

巡
っ
て
学
ぼ
う
斑
鳩
の
文

化
財
」
に
つ
い
て
、
い
か
る
が

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
建
設
に
と
も
な

う
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
戸
垣

山
古
墳
と
舟
塚
古
墳
の
範
囲
確

認
を
目
的
と
し
た
発
掘
調
査
に

つ
い
て
、
中
宮
寺
跡
周
辺
遺
跡

の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
な
ど
報

▶
令
和
６
年
４
月
に

認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
予
定

▲藤ノ木古墳
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本 会 議 で の
討 論

【 反 対 意 見 】　濱議員

　各自治体で行っている水道事業を県営水道水を供給
することで肩代わりする「奈良県広域水道企業団」を設
立するための準備協議会の設置です。しかし確実に企
業団設立に続くものです。これまでにも、町からの報告
や現状の調査検討結果を議会へ示して県営水道水１００
パーセントへの移行が今後の維持経費等の莫大な負担
軽減につながる等協議を重ねてきました。私は全面的
に否定するものではありませんが危惧する部分があり
ますので意見を述べます。
　県は将来的にも民営化については行わないと言って
いますが、この保証は疑わしいと思っています。地方自
治体は本来営利目的ではありません。災害時の対策、料
金の設定等、国・県の押し付けではなく、住民の意見が
生かされるのかを注視していきます。

【 賛 成 意 見 】　坂口議員

　この議案は、県内の関係団体が直面する課題に、広域で
連携して水道事業にとりくむ最初の一歩です。
　県域水道一体化では、国の交付金、奈良県の財政支援
が活用でき、施設の広域化により効率的な施設運営が図
れます。また、老朽管の更新も安定した財源でより整備の
推進が図ることができます。さらに、市町村を越えて人的
支援が有効的に実施でき、水道事業の抱える課題解決に
向けて非常に有効な方策と考えます。
　統合後の奈良県広域水道企業団の基本計画では、統合
の形態は事業統合とし、事業運営は企業団が主体的に公
営企業として実施し、コンセッション事業への移行や民営
化は行わないことが示されています。
　今後も将来にわたって安全で安心な水道水が災害時を
含め持続的に供給できる体制を目指していただくことを
要望して、賛成意見とします。

奈良県広域水道企業団設立準備協議会の設置に関する協議について
（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　濱議員

　令和４年１２月に成立した地方自治法の一部を改正す
る法律案は、地方議会議員の「請負の禁止」規定を緩和
し政令で定める額まで解禁しようとするものです。提案
者の自民党などは、「町村議会」の議員のなり手不足を
理由にしていますが、「請負の禁止」は議員活動と行政執
行の公正にかかわる規定であり、改正は必要ないと考え
ます。
　行政の契約や取引行為をチェックする役割を持つ議
会の場で、請負業者である議員による地位利用や談合が
横行することさえ懸念されます。議員のなり手不足対策
では、町村議会議員選挙の供託金の廃止や、被選挙権年
齢の引き下げこそやるべきです。斑鳩町ではなり手不足
とは無縁のようです。改正の必要はないと思います。

【 賛 成 意 見 】　嶋田議員

　令和４年１２月１０日に、地方議会議員の兼業規則を緩
和する地方自治法の一部が改正されました。
　今回の改正により、従来、一律に禁止されていた地方
公共団体からの議員の請負について、各会計年度にお
いての支払いの総額の上限額は、３００万円とすることと
されました。
現行の斑鳩町政治倫理条例は、議員本人だけでな

く、一親等以内か同居の家族にも請負の禁止を求めて
います。
　しかしながら、上位法優位の原則にもとづき、また法改
正と本条例の整合性をはかるべきであります。
　以上のことから、本条例の改正は必要であると考え
ます。

斑鳩町政治倫理条例の一部を改正する条例について
（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　木澤議員

　今回の条例改正では国民健康保険税率の改定が行
われ、１人当たり年額３，７７８円の値上げとなります。国
民健康保険の構造上、被保険者はどうしても低所得の
方が多くを占めます。なおかつ他の健康保険のように
事業者負担がないため２重に会計を圧迫し、増える給付
費を被保険者の税負担で賄うには限界がきています。
これを解消しようと思えば、国が以前のように５０％の
財政負担を行うことが求められますが、国はそれに応え
ようとはしません。そこにこそ最大の問題があります。
また、県は保険料率の統一化を掲げ、市町村が独自に

行ってきた保険料の減免策や一般会計からの繰り入れ
を原則禁止し、そのしわよせが被保険者にいっていま
す。ですので、値上げとなる今回の改定には反対します。

【 賛 成 意 見 】　溝部議員

　今回の条例改正は、国民健康保険の県単位化に伴い、
令和６年度の国民健康保険税率の統一化に向けた保険税
水準の再推計が実施され、その目標となる保険税水準が
明らかにされたことを受け、税率改定が行われるもので
す。この国民健康保険税の改定については、斑鳩町からの
諮問を受け、国民健康保険運営協議会での審議を経て、
答申を得たものであり、手続きも適切であると考えます。
また、これまでの国民健康保険運営協議会が出された答
申の趣旨を踏まえながら、被保険者への急激な負担増を
求めることがないよう、また、収支で赤字が発生しないよ
う検討されており、今回の改定はやむを得ないものと理
解できます。今後も、安定した国民健康保険の財政運営を
図るため、収納対策の強化や医療費の適正化などに努め
ていただくことをお願いしまして、賛成意見とします｡

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
（賛成多数で可決）

【 反 対 意 見 】　濱議員

　私は、日本共産党議員として国民健康保険税の増額を
はじめ、県での統一化について、多々反対を表明してき
ました。令和６年度に県での統一が実施される予定に合
わせての増額改正予算であります。階層ごとには額の差
はありますが、全体の増収見込みは１，９００万円になりま
す。町の推計では被保険者は令和４年度から５年度では
世帯数では約４００世帯、人数では約３００人が減少しま
す。単純計算ですが、推計人数５，０００人で増収分を割る
と一人３，８００円となります。予算審査特別委員会での
賛成者にも住民の悲痛な声が聞こえてないはずはあり
ません。受診控えだけではなく食費や光熱費を節約し、
もう切り詰めるところはないと言う住民に税の増額をす
るのですか。
　国、県からの支出金を増額することを町として求める
ことを強く望みます。

【 賛 成 意 見 】　嶋田議員

　奈良県では、令和６年度に県内市町村の保険税料率を
統一化することとされており、また、今後、高齢化の進展
により一人当たりの医療費は増加すると見込まれていま
す。このため、県は各市町村に対し、令和６年度に向けて
計画的に保険税水準を見直すよう促しております。
　そうしたなか、本町の国民健康保険運営協議会におき
まして、令和５年度の保険税率について慎重審議をさ
れ、これまでの答申を踏まえ、被保険者の急な負担増と
ならないよう、また、本特別会計の各区分の収支を見る
なかで、改定を行うことで答申されたところであります。
この答申にもとづき見直された内容で、本特別会計予算
が編成されており、本特別会計の収支を考えますと、将
来にむかって負担を積み残さない妥当なものと考え、賛
成いたします。

令和５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について
（賛成多数で可決）

　議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意
見を表明し、その理由を述べる「討論」を行います。
　3 月定例会で 4 件の討論が行われました。
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